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＜連絡事項＞
・受診オーダーの実施漏れが目立つので、日勤帯はユニットリーダーの他に、全体のリーダーも最終で確認するようにして下さい。それでも実施漏れが続くようならまた対策を考えます。
＜患者様連絡事項＞
・中里　てつ様～2/6より作業療法、SST導入の指示あり。

・西村　キン子様～2月の定期採血に貧血セット追加となり、2/13の指示あり。
・北野　はるゑ様～右下肢の振戦、口唇の不随運動みられ、拒食・拒薬あり。抵抗あるが
　　　　　　　　　介助にて水分450ｍｌ程度摂取。深澤Drへ報告し、水分摂取促し経過
観察の指示あり。明日、主治医の田名部Drへ報告し、指示を仰いでい
く。
＜隔離処遇患者様＞
・立花　圭様～終日隔離中。開放観察（10：00～12：00、14：00～16：00）実施している。
　　　　　　　開放中、自室で漫画本を読んでいる事が多い。ドアが開いた時に他者に怒
鳴る事あり介入している。
＜要注目患者様＞
・長谷川　恵子様～朝食1/4、昼食不食、エンシュアリキッドは少量ずつ小分けにして飲ん

でいる。指示の点滴2本施行。
・新堂　寿子様～退院日の確認や外出泊の訴え頻回に聞かれている。説明後も同要求あり。
・向井　敦子様～多弁さ、気分高揚あり、唐突に話し掛けることあり。
・石藤　ツエ様～バイタルサインの異常なし。食事介助の要求等、依存的な発言聞かれている。
・西村　キン子様～バイタルサインの異常なし。指示動作行えている。
＜新入院患者様ケース検討＞
氏　　名：三浦　幹様

　生年月日：昭和45年2月6日　47歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：女性

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：深澤Dr

　入院に至った経緯　

　　

　統合失調症の診断にて当院外来通院中。姉の世話により疲労感やストレスが増強し、H8年頃より不眠や倦怠感等の症状が出現。うつ状態と診断され、抗うつ薬による薬物療法を開始。以後も気分の落ち込みや不眠等の症状が持続していたことからH23.12.5さくら病院

初診。「高校生の頃から自分の中に違う人がいる」「『姉を殺せ、父を殺せ』等と聴こえてくる」「他の人が蛙に見える」等と訴えたことから統合失調症と診断され、抗精神病薬による薬物療法を開始。また同院通院していた特定男性につきまとわれる、馴れ馴れしく話しかけてくる、ボディタッチ等の行為が頻回となっていたことから、本人より転医希望があり、H29.5.15白山台メンタルクリニック初診。身体症状に対しての薬剤を含め多剤併用療法となっていた事や抗精神病薬を十分に投与されておらず、同院にて薬剤調整を実施。

　H30.2.3夕方に救急隊より受け入れ希望の連絡あり救急車で来院。幻覚の悪化と軽度の意識混濁あり、補液とジプレキサ（10）0.5A筋注。今後のことについては主治医と相談する事とし、H30.2.5当院受診。「お腹の中から声がうひー、うひーと聞こえてひどくなる」という。幻覚妄想状態で日常生活に支障をきたしている為、入院が必要な状態であると本人にそれを告げるが、病識がなく、「腹の中がうーうーなるから入院できない」と入院への同意を得られない。そのため、母親の同意を得て同日、東病棟Bユニットへ医療保護入院

となる。
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